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１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 5,862 0.4 783 14.6 548 14.4

2022年３月期第１四半期 5,838 5.0 683 67.7 479 70.7
(注) 包括利益 2023年３月期第１四半期 △326百万円( －％) 2022年３月期第１四半期 639百万円(△58.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 47.71 26.25

2022年３月期第１四半期 41.69 27.14

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 1,407,940 54,083 3.8

2022年３月期 1,401,920 54,751 3.9
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 54,083百万円 2022年３月期 54,751百万円

(注) 「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2023年３月期 －

2023年３月期(予想) 25.00 － 25.00 50.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の
配当状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 10,800 △8.0 800 △53.8 500 △58.2 36.32

通期 22,100 △3.1 2,200 △10.2 1,500 △9.5 116.14
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 11,679,030株 2022年３月期 11,679,030株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 185,041株 2022年３月期 184,777株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 11,494,061株 2022年３月期１Ｑ 11,489,651株

（注）期末自己株式には、「役員株式報酬制度」で保有する当社株式数（2023年３月期１Ｑ 86,700株、2022年３月期
86,700株）が含まれております。

また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数には、「役員株式報酬制度」で保有する当社株式数
（2023年３月期１Ｑ 86,700株、2022年３月期１Ｑ 92,400株）を控除する自己株式数に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四半期
決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（第１回Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 12.50 ― ― 12.50

※ 第１回Ａ種優先株式については、2021年11月８日開催の取締役会決議に基づき、2021年12月13日に全株式を

取得し消却したため、2022年３月期の期末配当はありません。

（第２回Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― ― ― 51.00 51.00

2023年３月期 ―

2023年３月期
（ 予 想 ）

82.50 ― 82.50 165.00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期(2022年４月１日～2022年６月30日)における連結経常収益は、前年同期比24百万円

増収の5,862百万円(対当第２四半期連結累計期間業績予想進捗率54％)となりました。連結経常費

用は、前年同期比75百万円減少の5,079百万円となりました。この結果、連結経常利益は前年同期

比99百万円増益の783百万円(同97％)、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比69百万円

増益の548百万円(同109％)となりました。

（２）財政状態に関する説明

預金残高は、当第１四半期中に47億円増加して１兆2,103億円(前年同期比63億円減少)となりま

した。また、預り資産残高(預金、譲渡性預金、投資信託、公共債及び個人年金保険の合計)は、当

第１四半期中に41億円増加して1兆3,675億円(前年同期比23億円増加)となりました。貸出金残高

は、当第１四半期中に31億円増加して9,962億円(前年同期比116億円増加)となりました。有価証券

残高は、当第１四半期中に64億円増加して1,737億円(前年同期比85億円増加)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期第２四半期連結累計期間及び2023年３月期通期の連結業績予想につきましては、

2022年５月13日に発表いたしました予想数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

現金預け金 196,344 190,791

買入金銭債権 715 664

商品有価証券 51 56

有価証券 167,275 173,714

貸出金 993,178 996,281

外国為替 3,039 4,597

リース債権及びリース投資資産 10,446 10,286

その他資産 15,770 16,185

有形固定資産 12,525 12,405

無形固定資産 713 684

繰延税金資産 1,577 1,980

支払承諾見返 5,053 5,061

貸倒引当金 △4,771 △4,770

資産の部合計 1,401,920 1,407,940

負債の部

預金 1,205,666 1,210,388

譲渡性預金 4,678 6,845

借用金 120,551 120,180

外国為替 31 41

その他負債 9,603 9,765

退職給付に係る負債 742 726

役員株式報酬引当金 31 36

睡眠預金払戻損失引当金 10 7

偶発損失引当金 153 152

繰延税金負債 132 136

再評価に係る繰延税金負債 513 513

支払承諾 5,053 5,061

負債の部合計 1,347,169 1,353,857

純資産の部

資本金 17,810 17,810

資本剰余金 18,963 18,963

利益剰余金 16,358 16,566

自己株式 △336 △336

株主資本合計 52,795 53,003

その他有価証券評価差額金 1,284 401

繰延ヘッジ損益 △0 4

土地再評価差額金 671 671

退職給付に係る調整累計額 △0 1

その他の包括利益累計額合計 1,955 1,079

純資産の部合計 54,751 54,083

負債及び純資産の部合計 1,401,920 1,407,940
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

経常収益 5,838 5,862

資金運用収益 3,292 3,231

（うち貸出金利息） 2,907 2,843

（うち有価証券利息配当金） 371 330

役務取引等収益 847 821

その他業務収益 1,592 1,532

その他経常収益 105 277

経常費用 5,154 5,079

資金調達費用 73 75

（うち預金利息） 47 28

役務取引等費用 680 675

その他業務費用 1,414 1,409

営業経費 2,862 2,814

その他経常費用 122 103

経常利益 683 783

特別損失 0 2

固定資産処分損 0 2

税金等調整前四半期純利益 683 780

法人税、住民税及び事業税 157 238

法人税等調整額 46 △5

法人税等合計 204 232

四半期純利益 479 548

親会社株主に帰属する四半期純利益 479 548
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

四半期純利益 479 548

その他の包括利益 160 △875

その他有価証券評価差額金 155 △882

繰延ヘッジ損益 △0 4

退職給付に係る調整額 4 2

四半期包括利益 639 △326

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 639 △326
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。

以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、

時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指

針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これにより、投資信

託を、投資信託財産が金融商品である投資信託と投資信託財産が不動産である投資信託とに区分

し、投資信託財産について市場価格の有無、重要な解約制限の有無及び基準価額を時価とみなす

取扱いの可否等の判定を行い、時価を算定することといたしました。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス
感染症拡大の経済への影響を含む仮定について重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

（資本金及び資本準備金の額の減少）
当社は、2022年６月28日開催の第139期定時株主総会で、資本金及び資本準備金の額の減少に

ついて承認可決され、2022年８月１日に効力発生いたしました。
１．資本金及び資本準備金の額の減少の目的

今後の資本政策の柔軟性及び機動性を確保するため、会社法第447条の第１項及び第448条の
第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額を減少し、同額をその他資本剰余金に振り
替えるものです。

２．資本金の額の減少の要領
（１）減少する資本金の額

資本金の額17,810,000,000円のうち3,500,000,000円を減少し、14,310,000,000円といたし
ます。

（２）資本金の額の減少の方法
資本金の減少額3,500,000,000円はその他資本剰余金に振り替えます。

３．資本準備金の額の減少の要領
（１）減少する資本準備金の額

資本準備金の額16,140,000,000円のうち3,500,000,000円を減少し、12,640,000,000円とい
たします。

（２）資本準備金の額の減少の方法
資本準備金の減少額3,500,000,000円はその他資本剰余金に振り替えます。

４．資本金及び資本準備金の額の減少の日程
定時株主総会決議日 2022年６月28日
債権者異議申述公告日 2022年６月29日
債権者異議申述最終期日 2022年７月29日
効力発生日 2022年８月１日
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2023年３月期 第１四半期決算説明資料

当社の2023年３月期第１四半期（2022年４月１日から2022年６月30日まで）における四半期情報についてお知らせします。

１.2023年３月期第１四半期の業績【単体】 ＜参考＞

（単位：百万円） （単位：百万円）

1 4,342 18 4,323 8,200

2 3,328 △ 120 3,449

資金利益 3 3,218 △ 58 3,276

役務取引等利益 4 100 △ 20 121

その他業務利益 5 9 △ 42 51

うち国債等債券損益 6 5 △ 44 49

7 2,735 △ 49 2,784

8 1,411 △ 27 1,439

9 1,110 △ 38 1,149

10 213 17 196

(2-7) 11 592 △ 71 664

(2-6-7) 12 587 △ 27 614

13 589 △ 15 605

14 △ 29 △ 29 -

(11-14) 15 621 △ 42 664

16 5 △ 44 49

臨時損益 (26+28+29-18) 17 148 175 △ 26

②不良債権処理額(19+20+21+22-23-24-25) 18 38 55 △ 16

貸出金償却 19 - - -

個別貸倒引当金純繰入額 20 40 40 -

延滞債権等売却損 21 - - -

偶発損失引当金繰入額 22 35 16 18

個別貸倒引当金戻入益 23 - △ 28 28

償却債権取立益 24 36 29 6

その他貸倒関係損益 25 - - -

③一般貸倒引当金戻入益 26 - 21 △ 21

27 9 4 4

株式等関係損益 28 183 223 △ 39

29 3 △ 14 17

(15+17) 30 769 132 637 700

31 △ 2 △ 2 △ 0

32 767 130 637

33 219 100 119

34 △ 9 △ 61 51

(33+34) 35 210 38 171

(32-35) 36 557 91 465 500

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当第１四半期累計期間 前第１四半期累計期間 当第２四半期累計期間予想

（自 2022年４月 １日
前年同期比

（自 2021年４月１日 （自 2022年４月 １日

    至 2022年６月30日）     至 2021年６月30日）     至 2022年９月30日）

経常収益

業務粗利益

経費（除く臨時処理分）

人件費

物件費

税金

業務純益（一般貸倒繰入前）

コア業務純益

除く投資信託解約損益

①一般貸倒引当金繰入額

業務純益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

うち国債等債券損益

(貸倒償却引当費用①＋②－③）

その他臨時損益

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益
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２.金融再生法開示債権【単体】

（単位：百万円、％） （参考） （単位：百万円、％）

３.自己資本比率（国内基準）【連結・単体】

（参考）

４.有価証券の評価損益【単体】

（単位：百万円） （参考） （単位：百万円）

2022年６月末

評価益 評価損 評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的 412 418 6 699 699 - 462 465 2

その他の有価証券 497 3,066 2,569 3,194 3,641 446 1,765 3,170 1,405

株 式 2,348 2,430 81 1,957 2,078 121 2,317 2,419 102

債 券 △ 141 166 308 428 469 41 △ 81 190 272

そ の 他 △ 1,709 470 2,179 809 1,092 283 △ 469 560 1,030

合計 909 3,485 2,575 3,894 4,340 446 2,228 3,636 1,408

2021年６月末 2022年３月末

評価損益 評価損益 評価損益

要 管 理 債 権

999,495 996,667

1,024,974

2.48

危 険 債 権

正 常 債 権

小 計 （Ａ）

比 率 （Ａ）/（Ｂ）

合 計 （Ｂ）

2022年３月末

破 産 更 生 等 債 権

2022年６月末

3,646 3,774

17,752

4,079

16,838

4,514

25,478 25,127

1,021,794

2.45

2022年９月末

8.8%程度連結自己資本比率（バーゼルⅢ基準）

単体自己資本比率（バーゼルⅢ基準）

2022年３月末（実績）
（予想値）

8.85%

8.8%程度 8.81%
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